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山口大学学術機関リポジトリ 
山口大学において生産された電子的学術的情報資源を学内外に提供する 

ことにより、地域の知の拠点として、学術研究の振興及び社会貢献に寄与 
することを目指しています。 

◆紀要論文：Departmental Bulletin Paper 

◆学術雑誌論文：Journal Article 

◆会議発表論文：Conference Paper 

◆デジタルコンテンツ：Digital Contents 

◆大学資産、貴重書、古文書等： Rare Contents      
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YUNOCAが採用しているシステムの InfoLib-DBRには、それぞれ別のメタデータ基準を持つ複数のデータベー

スを横断検索できるという特徴があります。その特徴を生かして、学術論文・紀要論文データベースのほか、下

記のデータベースを登録しています。 

 

■貴重資料コレクション 

 山口大学では、学内で所蔵する博物・美術資料および文字 

･活字資料の目録化と保存（デジタル化を含む）を目的とした 

山口大学所蔵学術資産継承事業を平成 18年度より進めて 

います。この事業によって電子化された貴重資料の公開ツー 

ルとして YUNOCAが利用されています。 

平成 19 年 6月 22 日現在、経済学部東亜経済研究所所蔵の 

戦前期東アジア関係資料（22 点）が既に公開されています。 

 

 ～OPACからのリンク～ 

 山口大学蔵書検索（OPAC）から検索できる資料には、書誌中に YUNOCA・URI へのリンクを張っています。 

 利用者はOPAC で検索後、シームレスで一次コンテンツにアクセスすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■デジタルコンテンツ 

 山口大学内で製作された動画ファイルを公開しています。コンテンツの内訳は下記のようになっています。 

●『デジタル山口大学』 山口ケーブルテレビジョン（株）との共同で放映している大学活動紹介番組の 

アーカイブ 

●『山口大学大学情報機構コンテンツアーカイブス』 学園祭などの大学行事を撮影したもの 

●『山口大学図書館イベント・活動記録』 図書館での展示の様子など図書館関係のイベントを撮影したもの

 ・・・etc. 

     

 
ＹＵＮＯＣＡでは、全学内紀要を電子発信することで、学内紀要ポータル機能を目指しています。ＹＵＮＯＣＡで公開することによ

り、可視性の向上と社会への情報還元が可能となります。また、紙媒体による出版コストの削減や、書庫の狭隘化問題の改

善も期待できると考えています。 

現在は、医学部が発行している『Ｔｈｅ Ｂｕｌｌｅｔｉｎ ｏｆ Ｙａｍａｇｕｃｈｉ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｓｃｈｏｏｌ』の電子発信を実現しています。目次

等の情報を発行元のＨＰに持ち、ＹＵＮＯＣＡにある本文ファイルとリンクしています。 

山口大学には、ＹＵＮＯＣＡの他に、『人・知・技～職員・研究分野データベース』や研究者の『自己点検評価（ＹＵＳＥ）』、

『シラバスデータベース（ＣＡＢＯＳ）』といった複数の研究情報データベースが存在しています。将来的には、それらのデー

タベースと連携し、相互に研究情報を流用できる仕組みや、各データベースが持つ情報に対する一次データを全てＹＵＮ

ＯＣＡが持つことで、『山口大学の知の広場』の役割を果たすことを目標としています。 

他データベースとの連携構想 

紙媒体から電子発信へ ～学内紀要～ 

  
 

 

まずは、ＹＵＮＯＣＡ利用のための利用登録を行います。利用登録を行うことで、研究者自身の

Ｗｅｂ上でのセルフアーカイブが可能となりますが、セルフアーカイブ機能は現在調整中です。 

利用登録後、研究者への登録完了通知と同時にコンテンツの提供を依頼します。 

研究者から提供があったものから、簡易メタデータを管理画面に入力し、出版社へ公開許可

の確認を行います。 

出版社の許可が取れ次第、メタデータを作成し、公開となります。紙媒体での提供の場合は、

図書館で pdf 化作業を行います。 

これら一連の流れは、アクセスファイルで管理しており、各担当者が作業内容をチェックし、随

時情報を追加しています。 
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山口大学の構成員
教員・研究者・大学院生等 研究 教育 

山口大学学術機関リポジトリ 
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